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〜越前町水仙・カニフェア〜
今日は私も水仙娘



っ
て
い
っ
て
い
る
み
た
い

だ
っ
て
ま
ぶ
し
い
ぐ
ら
い
に
光
輝
い
て
い
る
も
の

こ
の
先
の
未
来

こ
ん
な
に
か
が
や
い
た
未
来
が
く
る
と
思
う
と

心
に
花
が
咲
い
た
よ
う
に

楽
し
み
で
仕
方
な
い

優
秀
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

渡　
邉　
心　
咲

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

吉　
田　
理　
人

佳
作越

前
中
学
校	

三
年	

森　
川　
亜
莉
碧

朝
日
中
学
校	

二
年	

髙　
木　
　
　
蘭

朝
日
中
学
校	

一
年	

高　
野　
真
菜
美

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

優
秀
賞

宮
崎
中
学
校	

一
年 	

山　
田　
　
　
茜

奨
励
賞

越
前
中
学
校	

二
年	

濵　
野　
結　
衣

佳
作越

前
中
学
校	

三
年	

道　
前　
拓　
巳

宮
崎
中
学
校	

二
年	

金　
巻　
太　
士

朝
日
中
学
校	

三
年	

荒　
木　
梨　
杏

俳
句
部
門 
（
高
校
生
の
部
）

大
賞日

本
大
学
第
二
高
等
学
校

	
二
年	

高　
岡　
奈　
央

「
鋏
の
音
蟹
の
故
郷
は
時
化
の
海
」

優
秀
賞

駒
込
高
等
学
校	

二
年	

篠　
崎　
勇　
智

奨
励
賞

須
磨
翔
風
高
等
学
校	

一
年	

大　
矢　
結　
依

佳
作須

磨
翔
風
高
等
学
校	

一
年	

藤　
本　
哲　
平

日
本
大
学
豊
山
女
子
高
等
学
校

	

二
年	

大
和
田　
小
巴
音

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

古　
﨑　
愛　
実

　
令
和
7
年
度「
越
前 

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン

ク
ー
ル
」で
は
、詩
部
門
に
３
５
６
編
、俳
句
部

門
に
３
，１
２
０
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、両
部

門
の
68
名
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
皆
様
に
愛
さ
れ
、
育
ま
れ
て

き
た「
越
前　
蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。26
年
の
間
、多

数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞越

前
小
学
校	

五
年	

長　
谷　
陸　
杜

「
か
に
の
時
期
つ
ら
い
と
き
で
も
船
を
出
す
」

優
秀
賞

越
前
小
学
校	

五
年	

山　
口　
真　
央

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

一
年	

山　
田　
美　
桜

佳
作織

田
小
学
校	

三
年	

河　
上　
悠
一
郎

越
前
小
学
校	

一
年	

長　
田　
幸　
樹

越
前
小
学
校	

一
年	

小　
酒　
楓　
真

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

岡
県
北
九
州
市　
佐
藤　
節
美

「
退
職
の
夫
待
つ
卓
の
せ
い
こ
蟹
」

優
秀
賞

福
井
県
福
井
市	

	

松　
島　
可　
奈

奨
励
賞

熊
本
県
熊
本
市	

	

坂　
本　
英　
之

佳
作新

潟
県
新
潟
市	

	

長
谷
川　
　
　
誠

長
野
県
安
曇
野
市	

	

穂　
苅　
よ
う
子

福
井
県
越
前
市	

	

安　
野　
龍　
城

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
小
学
校	

六
年	

高　
山　
　
　
京

「
光
」

ま
だ
暗
い

ま
だ
暗
い
闇
の
中

ま
だ
咲
か
な
い

ま
だ
咲
い
て
た
ま
る
か

水
仙
は
光
を
待
っ
て
、最
高
に
き
れ
い
な
花
を

咲
か
す
ん
だ

ぼ
く
だ
っ
て
そ
う
だ

光
が
な
い
と
か
が
や
け
な
い
ん
だ

ち
ょ
っ
と
だ
け
光
が
ほ
し
い
な

優
し
い
光
を
も
ら
え
る
と

ぼ
く
は
最
高
に
か
が
や
け
る
ん
だ
け
ど
な

準
備
は
ば
っ
ち
り

優
秀
賞

朝
日
小
学
校	

六
年	

杉　
山　
麻　
緒

奨
励
賞

愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

	

二
年	

若　
狹　
　
　
早

佳
作朝

日
小
学
校	

六
年	

来　
田　
栞　
音

朝
日
小
学
校	

六
年	

宮　
川　
千　
鶴

越
前
小
学
校	

六
年	

川　
上　
翔　
瑠

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
中
学
校	

一
年	

原　
　
　
菜　
摘

「
呼
鳥
門
」

こ
こ
か
ら
見
え
る
門
は

私
た
ち
の
未
来
の
扉
だ
よ

っ
て
い
っ
て
い
る
み
た
い

だ
っ
て
向
こ
う
側
が
と
て
も
輝
い
て
い
る
も
の

こ
こ
か
ら
見
え
る
朝
日
は

こ
れ
か
ら
の
未
来
の
か
が
や
き
だ
よ

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

奨
励
賞

伊
丹
北
高
等
学
校	

二
年	

三　
宅　
由
衣
花

佳
作北

海
道
旭
川
東
高
等
学
校

	

三
年	

菅　
原　
幸　
倫

福
井
商
業
高
等
学
校	

一
年	

山　
本　
穂
乃
花

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
越
前
町	

	

山　
岸　
理　
佑

「
光
の
く
ち
ぶ
え
」

水
仙
が
咲
く
こ
ろ
、母
は
い
つ
も
歌
を
口
ず
さ
ん

で
い
た
。

祖
母
か
ら
教
わ
っ
た
と
い
う
、海
鳴
り
の
よ
う
な

小
さ
な
歌
。

崖
の
上
の
畑
で
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、

黙
っ
て
水
仙
を
束
ね
る
母
の
背
中
。

そ
の
手
の
ひ
ら
で
、白
と
黄
色
の
花
が

朝
の
光
を
吸
い
、ひ
か
り
出
す
。

海
が
荒
れ
る
冬
に
は
、遠
く
に
波
の
花
が
咲
い
た
。

あ
の
白
さ
は
、花
と
い
う
よ
り
叫
び
声
の
よ
う
に

も
聞
こ
え
、

と
き
に
懐
か
し
い
さ
さ
や
き
に
も
な
っ
た
。

港
に
灯
が
と
も
る
こ
ろ
、

茹
で
上
が
っ
た
越
前
が
に
は
、湯
気
の
中
で
赤
く

燃
え
て
い
た
。

箸
を
あ
て
る
と
、ほ
ろ
り
と
崩
れ
る
熱
い
身
。

指
先
に
伝
わ
る
確
か
な
命
の
熱
さ
。

入
賞
者
・
大
賞
作
品
テーマ
かがやき

「
越
前

」

Special
feature

特  集

そ
の
夜
も
、障
子
越
し
に
か
す
か
に
聞
こ
え
る
母

の
く
ち
ぶ
え
。

や
さ
し
い
そ
の
音
色
に
導
か
れ
、

わ
た
し
の
心
の
中
で
、水
仙
と
波
の
花
と
蟹
の
赤
が
、

と
け
あ
っ
て
、ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ
。

今
も
胸
に
よ
み
が
え
る
、あ
の
く
ち
ぶ
え
は

風
の
中
、光
の
中
、

こ
の
越
前
の
冬
を
照
ら
す
、一
番
美
し
い
か
が
や

き
だ
。

優
秀
賞

佐
賀
県
唐
津
市	

	

古　
賀　
由
美
子

奨
励
賞

宮
城
県
仙
台
市	

	

八　
巻　
孝　
之

佳
作神

奈
川
県
川
崎
市	

	

下　
谷　
　
　
茜

埼
玉
県
滑
川
町	

	

加　
藤　
雅　
水

東
京
都
世
田
谷
区	

	

加　
藤　
乃
梨
佳

越
前
町
商
工
会
長
賞

俳
句
部
門

愛
媛
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

	

二
年	

若　
狹　
　
　
早

朝
日
中
学
校	

三
年	

長
谷
川　
陽　
愛

福
井
県
農
業
協
同
組
合
長
賞

詩
部
門

越
前
小
学
校	

三
年	

濵　
野　
颯　
亮

朝
日
中
学
校	

二
年	

吉　
田　
來　
稚

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

茨
城
県
水
戸
市	

	

久
信
田　
史　
夫

詩
部
門（
一
般
の
部
）

石
川
県
金
沢
市	

	
中　
田　
朋　
樹

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市	

	

岸　
　
　
保　
宏

詩
部
門（
一
般
の
部
）

兵
庫
県
姫
路
市	

	

長
谷
川　
餅　
夫

※
該
当
の
無
い
賞
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
お
り
ま

す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

▲受賞式典の様子
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萩野小学校 ─ 思い出 絆を　ありがとう ─
　
萩
野
小
学
校
は
、１
８
８
７
年（
明
治
20

年
）の
創
立
以
来
、こ
れ
ま
で
に
２
，３
４
８

人
も
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
緑
豊
か
な
田
園
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
中
、

地
域
と
連
携
し
て
、体
育
大
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
20
年
以
上
に
わ
た
り「
ふ
る
さ

と
太
鼓
」
の
活
動
に
も
力
を
注
い
で
お
り
、

保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ま
の
前
で
毎
年
、

堂
々
と
し
た
演
奏
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
地
域
か
ら
温
か
い
支
援

を
受
け
な
が
ら
、の
び
の
び
と
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

▲昭和52年度
　体育大会

夕向　絢菜（6年）

▲令和５年度
　ふるさと太鼓発表会

▲昭和62年度
　創立百周年記念学習発表会

▲令和7年度
　体育大会記念写真

　萩野小学校で特に心に残った思い出は、萩野体育大会と萩野フェ
スティバルです。萩野体育大会は地域の人や家族と全力で楽しめ
るようになっています。最後の萩野体育大会では、『じゃんけんボー
リング』や『栄光の架橋』などの昔ながらの競技を復活させました。
仲間と協力をしたことで、思い出に残る体育大会となりました。地
域のみなさんや保育園児を招いた萩野フェスティバルでは、自分た
ちで考えて射的やボーリング、迷路などを企画しました。みんなが
楽しんで巡っていたのを今でも覚えています。
　萩野小学校が閉校するのは寂しいですが、後輩たちが織田小学校
でさらに成長し、活躍してくれるよう応援しています。

Thank you

Elementary School

閉校式を行います
保護者・卒業生・地域のみなさん、ぜひご参加ください

日  時  	3月22日（日）
	 午前10時～

会　場  	萩野小学校体育館

閉　校　式
時　間  	午前11時～

• 児童による発表
• 地域の人と児童の共同発表 

など

閉校イベント

萩
野
小
学
校
　
閉
校

地
域
に
育
ま
れ
た
小
学
校
に
幕

※お越しの際は、スリッパなど内履きをお持ちください。

問合せ先　教育政策推進室　☎34-8705 ▲詳しくはこちら

　
1
月
14
日
、
水
仙
ラ
ン
ド
で
越
前
水
仙
発
送

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
、
東
京

や
中
京
・
関
西
方
面
の
旅
行
会
社
や
報
道
機
関

な
ど
１
２
４
社
に
越
前
水
仙
を
発
送
し
、
越

前
水
仙
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
今
年
の
越
前
水
仙
は
、
夏
場
の
記
録
的
な
猛
暑
、

少
雨
な
ど
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

順
調
に
生
育
し
、
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
も
冬
の
風

物
詩
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

発
送
式
で
は
、
髙
田
町
長
・
福
井
県
農
業
協

同
組
合
丹
尾
理
事
・
越
前
町
す
い
せ
ん
部
会
滝

本
会
長
が
、
水
仙
の
箱
詰
め
を
行
い
ま
し
た
。

水
仙
発
送
式
を
執
り
行
い
ま
し
た

▲水仙を箱詰めしている様子

　

1
月
30
日
か
ら
3
日
間
、
み
や
ま
市
の
児
童

14
人
が
越
前
町
を
訪
れ
、
昨
年
秋
に
交
流
し
た
町

内
の
児
童
た
ち
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
事
業
で
は
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
越
前
が
に
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ん
だ
ほ
か
、
織
田
文
化
歴
史
館

で
は
両
市
町
を
つ
な
ぐ
「
幸
若
舞
」
を
学
習
し

ま
し
た
。生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
で
は
、

恵
方
巻
や
福
井
な
ら
で
は
の
水
よ
う
か
ん
作
り

に
も
挑
戦
し
た
ほ
か
、
大
雪
の
中
で
の
雪
遊
び

で
は
、
雪
に
飛
び
込
む
な
ど
大
は
し
ゃ
ぎ
し
、

元
気
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
で
の
合
同
宿
泊
を
通

じ
て
寝
食
を
共
に
し
た
時
間
は
、
両
市
町
の
児
童
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

み
や
ま
市
と
越
前
町
の
児
童
が
交
流
し
ま
し
た

▲3日間の交流で友好を深めた両市町の児童のみなさん

　
令
和
8
年
度
か
ら
子
育
て
世
帯
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
は
、
医
療
保
険
料

（
税
）
と
あ
わ
せ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
、

全
世
代
と
企
業
か
ら
拠
出
い
た
だ
き
、
児
童
手

当
の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
12
月
に

町
長
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
協
議
会
長
へ
税
率
等
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問

し
、
同
協
議
会
に
お
い
て
、
審
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
令
和
8
年
度
は
国
保

加
入
者
の
税
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
な
税
率

等
の
改
定
と
な
る
よ
う
2
月
12
日
に
同
協
議
会

の
佐
々
木
会
長
と
髙
松
会
長
代
理
か
ら
答
申
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
、
町
は
議
会

3
月
定
例
会
へ
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正
案
を
提
出
し
、
審
議

さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
率
等
に
つ
い
て
答
申

▲佐々木会長と髙松会長代理からの答申

　
町
内
の
人
口
減
少
と
働
き
手
不
足
の
解
決
を
目

指
し
、
2
月
11
日
か
ら
4
日
間
、
第
2
回
「
ふ
く

い
就
活
魅
力
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
9
人
の
外
国
人
留
学
生
が
、
企
業

訪
問
や
留
学
生
向
け
合
同
説
明
会
に
参
加
し
、
地

域
の
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
町
内
の
観
光
名
所
巡
り
や
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ

で
の
太
鼓
演
奏
を
体
験
し
、
地
域
の
文
化
に
も
触

れ
ま
し
た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
福
井
県
内

で
就
職
し
た
い
」
と
い
う
声
も
上
が
り
、
今
後
の

事
業
継
続
に
期
待
が
高
ま
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※
本
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
回
「
ふ
く
い
就
活
魅
力
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た

▲太鼓体験の様子こども家庭庁公式 note ▶

広報 えちぜん 4広報 えちぜん5 令和 ８ 年 ３ 月号令和 ８ 年 ３ 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



　
就
職
や
退
職
な
ど
に
よ
り
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
が
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
加

入
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
二
重
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

切
り
替
わ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
健
康
保

険
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４-

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
・
喪
失
の
手
続
き
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
な
と
き

持
参
す
る
も
の

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き

※
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

◦
加
入
し
た
保
険
の
資
格
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ 

な
ど
）

◦
国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書（
お
持
ち
の
場
合
の
み
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

社
会
保
険
を
喪
失
し
た
と
き

※
退
職
後
、
任
意
継
続
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
や
家

族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
入
ら
な
い
場
合

◦
健
康
保
険
等
資
格
喪
失
連
絡
票
ま
た
は
離
職
票
な
ど

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
町
内
の
公
立
保
育
所
の
う
ち
、
指
定
管
理
者

が
管
理
運
営
す
る
あ
さ
ひ
保
育
所
の
指
定
管
理

期
間
が
3
月
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
4
月

よ
り
現
指
定
管
理
者
の
社
会
福
祉
法
人
ど
ろ
っ

ぷ
す
が
設
置
す
る
私
立
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

運
営
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

約
10
年
間
の
保
育
所
運
営
の
経
験
を
活
か

し
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
保
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４-

８
７
２
５

公
立
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
町
外
（
国
外
を
除
く
）
に
引
越
し
を
す
る

場
合
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則

不
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
と
同
一
世
帯
員
で
、
一
緒

に
引
越
し
を
す
る
人
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
の
各
種
制
度
（
お
子
さ
ん
や
福

祉
に
関
す
る
制
度
、
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

小
中
学
校
、
上
下
水
道
、
町
営
住
宅
等
）
を
利

用
し
て
い
る
場
合
は
、
必
要
な
手
続
き
が
な
い

か
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
転
出
届
を
提
出
し
た
場

合
で
も
、
必
ず
引
越
し
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
転
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
（
転
入
届
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
）。

　
転
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
失
効
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

▲デジタル庁
「引越し手続オンライン
 サービス」

▲マイナポータル
「引越し手続について」

対象世帯

・児童扶養手当受給者
・ひとり親家庭等医療費助成受給者（扶
養義務者が所得制限を超えている場
合は対象外）
・住民税非課税世帯

対象児童 小学校4～ 6年生の児童

補助額

・児童扶養手当
　全部支給相当世帯　　上限5万円

・児童扶養手当
　一部支給相当世帯　　上限2万5千円
・住民税非課税世帯

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
の
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
に
、
習
い
事
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
11
月
～
3
月
に
支
払
っ
た
分

は
、
3
月
中
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
3
月
31
日
㈫

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課　

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
５

3
月
は「
ひ
と
り
親
家
庭
等
習
い
事
支
援
事
業
」の

申
請
月
で
す

▲町ホームページ

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

上水道基本料金
減免事業

えちぜん町
商品券発行事業

物価高対応子育て応援手当

　国は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を通じた地方創生を
図るため、デフレ完全脱却のための総合対策として、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必
要な事業を実施できるよう、令和5年11月に「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を創設しました。
　重点支援交付金では、「低所得世帯支援枠及び不足額給付分の給付金・定額減税一体支援枠」「推奨事業
メニュー」により支援を行っています。

物価高の影響が長期化する中で子育て世帯に対し、物価高子育て応援手当を支給しています。

物価高騰の影響を受けた町民のみなさんに対して、町が実施する事業は以下のとおりです。

水道料金（上水道）の基本料金を2ヶ月間免除
しました。

 対　　象 	 上水道に加入している世帯
 対象期間 	 令和7年12月使用分
	 （2月2日納入期限分）
	 令和8年 1 月使用分
	 （3月2日納入期限分）
 免除内容 	 上水道の基本料金
	 （一般家庭の場合：
	   月額1,430円×2ヶ月分）
	 ※上水道の基本料金を超える使

用料（従量料金）と下水道使用
料は、通常通りの請求となっ
ています。

町民のみなさんに、町内取扱店舗で使える商品
券を配布します。

 対　　象 	 令和8年4月1日に町内に
	 住民登録のある人
 金　　額 	 12,000円 /人（1,000円×12枚）
 配布時期 	 令和8年5月中
	 ※5月中旬から順次郵送予定。
 配布方法 	 世帯主宛てに世帯員分を郵送
 使用期間 	 令和8年6月1日〜
	       令和8年11月30日
 取扱店舗 	 商品券の取扱店舗一覧

は、商品券発送時に同
封しますので、ご確認
ください。

 支給対象児童	 ①令和7年9月分の児童手当支給対象児童
	 　（令和7年9月に生まれた児童を含む）
	 ②令和7年10月1日～令和8年3月31日
	 　に生まれた児童
 支給対象者 	 上記①の児童手当受給者
	 上記②の児童の認定請求者
 支　給　額 	 対象児童1人につき20,000円（1回限り）
 支 給 時 期  	 振込日　令和8年2月27日
	 （2月27日以降も順次振り込みます。）
 申請手続き 	 原則申請は不要
	 （ただし、申請書の提出が必要な人もいます）

 申請が必要な人	 •公務員
	 •令和8年1月以降に生まれた児童の

保護者
	 ※申請書の提出が必要な人の詳細は、

町ホームページでご確認ください。

重点支援交付金の拡充による推奨事業メニュー
（令和7年12月16日　国の補正予算成立）

第1弾 第2弾
1人12,000円分
の商品券を
配布します

▲町ホームページ
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福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

　
令
和
7
年
度
分
の
受
付
は
、
3
月
31
日
㈫
ま

で
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　
町
内
に
在
住
し
、
バ
ス
ま
た
は
電
車
の
定
期

券
を
購
入
し
た
18
歳
以
下
の
高
校
生
の
保
護
者

で
町
税
の
滞
納
が
な
い
人

　
町
外
か
ら
丹
生
高
校
に
通
う
た
め
に
定
期
券

を
購
入
し
た
生
徒
の
保
護
者

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
購
入
し
た
定
期
券
の
内
容
控
の
写

し
、
学
生
証
の
写
し
、
振
込
口
座
通
帳
の
写
し

申
請
場
所

　
企
画
振
興
課
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

問
合
せ
先

　
企
画
振
興
課　
☎
３
４-

８
７
０
２

通
学
支
援
補
助
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
福
祉
タ
ク
シ
ー

乗
車
券
を
交
付
し
、
利
用
時
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
8
年
度
か
ら
は
、
人

工
透
析
の
必
要
が
あ
る
人
を
対
象
に
加
え
、
利

用
者
一
人
あ
た
り
の
年
間
交
付
枚
数
限
度
を
24

枚
か
ら
48
枚
に
増
や
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
障
が
い
生
活
課
ま
た
は
各
住
民

サ
ー
ビ
ス
室
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
か
つ

日
常
的
に
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
。

障
が
い
の
程
度

【
身
体
障
害
者
手
帳
】　

1
級
、
2
級
（
下
肢
、

体
幹
、視
覚
、腎
臓
機
能
障
害
（
透
析
通
院
））、

3
級
（
腎
臓
機
能
障
害
（
透
析
通
院
））

【
療
育
手
帳
】　
Ａ
1
、
Ａ
2

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
】　
1
級
、
2
級

交
付
枚
数

　
年
間
48
枚
を
限
度
と
し
、
年
度
途
中
で
申
請

し
た
場
合
は
、
月
割
り
し
た
枚
数
。（
1
ヶ
月

あ
た
り
4
枚
）

※
4
月
末
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
24
枚

を
窓
口
交
付
し
、
残
り
の
24
枚
は
、
後
日
郵

送
し
ま
す
。

申
請
に
持
参
す
る
も
の

　
障
害
者
手
帳

問
合
せ
先

　
障
が
い
生
活
課　
☎
３
４-

８
７
２
３

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て

（
交
付
対
象
者
・
交
付
枚
数
を
拡
充
し
ま
す
）

▲福祉タクシー乗車券

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
、
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
他
人
に
譲
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、

3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
車
両
登
録
上
の
持

ち
主
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
、
次
の
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
販
売
店
な
ど

に
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合
に
は
、
手
続
き
完

了
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
で
き
る
機
関

税
務
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
対
象
：
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
ｃ
ｃ
ま
で
）

　
　
　
　
農
耕
用
車
両
、
小
型
特
殊
車
両

　
　
　
　
ミ
ニ
カ
ー

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局 

福
井
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
５
７

　
対
象
：
二
輪
車

　
　
　
　
（
１
２
５
ｃ
ｃ
か
ら
２
５
０
ｃ
ｃ
ま
で
）

　
　
　
　
小
型
二
輪
自
動
車（
２
５
０
ｃ
ｃ
超
）

軽
自
動
車
検
査
協
会 

福
井
事
務
所

　
☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
７
４

　
対
象
：
軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で

　
平
日
往
復
一
便
を
運
行
し
て
い
た
京
福
バ
ス

「
西
田
中
宿
堂
線
（
天
王
～
福
井
駅
）」
は
、
今

年
度
末
を
も
っ
て
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

対
象
路
線

「
西
田
中
宿
堂
線
（
天
王
～
福
井
駅
）」

　
天
王
発 

6
時
38
分 
➡ 
福
井
駅
着
7
時
29
分

　
福
井
駅
発
17
時
55
分 

➡ 
天
王
着 

18
時
53
分

廃
止
日　
3
月
31
日
㈫

※
日
中
は
、
引
き
続
き
予
約
制
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
「
ほ
や
ほ
や
号
（
西
田
中
ル
ー
ト
）」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
福
井
駅
方
面
へ
は
、

福
鉄
バ
ス
「
鯖
浦
線
」
か
ら
福
井
鉄
道
「
福

武
線
」
あ
る
い
は
ハ
ピ
ラ
イ
ン
へ
の
乗
継
ぎ

で
移
動
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
企
画
振
興
課　
☎
３
４-

８
７
０
２

　
京
福
バ
ス
㈱　
☎
０
７
７
６-

５
７-

７
７
０
０

路
線
バ
ス
事
業
者
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
京
福
バ
ス「
西
田
中
宿
堂
線
」運
行
終
了
）

民生委員
はあなたの地区の相談役です

問合せ先　障がい生活課　☎34-8723

　昨年（2025年）は、民生委員・児童委員の改選の年でした。12月１日より、新しい体制で活動を
開始しました。これまでの3年間、地域福祉、健全な地域づくりのために粉骨砕身、活動してきた委
員たちの声を、お届けします。

民生委員児童委員の声

民生委員児童委員には守秘義務があり、相談した人の
秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

民生委員をさせて頂いて、
本当に良かったと思います。
感謝です。地域のみなさんと

知り合いになり、
私の財産となりました。

訪問して『ありがとう』と
言われたとき、やりがいを
感じました。住み慣れた家で
長く生活できるよう、
支援を続けます。

登下校見守りや、
給食サービス配りで、
交流できて楽しかった。

　
令
和
8
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入
を
受
付

て
い
ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に

遭
っ
た
場
合
に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
公
的
制

度
で
す
。
も
し
も
の
時
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

　
申
込
時
に
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

共
済
期
間

　
令
和
8
年
4
月
1
日
〜
令
和
9
年
3
月
31
日

　
※
途
中
加
入
の
場
合
は
掛
金
納
入
の
翌
日
か
ら

共
済
掛
金　
１
人
年
額
５
０
０
円

見
舞
金
請
求
期
間

　
事
故
に
遭
っ
た
日
か
ら
2
年
以
内

加
入
方
法

　
3
月
上
旬
に
加
入
申
込
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
各
世

帯
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

掛
金
を
添
え
て
左
記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
会
計
課
ま
た
は
防
災
安
全
課

・
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

・
県
内
の
福
井
銀
行

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４-

８
７
２
１

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▲詳しくはこちら

　

令
和
8
年
度
の
町
の
農
作
業（
稲
作
）標
準

料
金
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
料
金
は
農

作
業
受
委
託
契
約
を
結
ぶ
際
の
目
安
で
、
料
金

表
を
参
考
に
地
形
や
圃
場
条
件
な
ど
を
踏
ま
え

て
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
作
業（
稲
作
）標
準
料
金
は
毎
年

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
農
林
水
産
課　
☎
３
４-

８
７
０
４

農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

単位：円／ 10a
作業区分 標準料金 適　　用
耕うん 15,700 耕起1回代かき２回
田　植 9,200 苗代、肥料代は含まない。
収　穫 16,900 生産物の運搬費は含まない。

圃場条件 標準料金加算の目安
おおむね30ａ以上 標準料金適用
おおむね30ａ未満 標準料金に5～ 10％加算
おおむね20ａ未満 標準料金に10～ 20％加算
おおむね10ａ未満 標準料金に20～ 30％加算

※標準料金に消費税は含まれておりません。

スクールバス見守り
活動

給食サービス
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越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第39回

問合せ先    障がい生活課　☎34‒8723

今回は「コンビニ（コンビニエンスストア）」「公園」「水族館」を
手話で表現してみたいと思います。

右 手 の 数 詞「4」右 手 の 数 詞「4」
と左手の数詞「2」と左手の数詞「2」
を 並 べ、両 手 でを 並 べ、両 手 で
垂直に円を描く垂直に円を描く

両手を上下に置両手を上下に置
き、指を振り動き、指を振り動
かしながら左右かしながら左右
方向へ進め方向へ進め

左手を残し、左手を残し、
右手5指を折り曲右手5指を折り曲
げて指を下に向げて指を下に向
け、軽く下ろすけ、軽く下ろす

24時間の営業時間24時間の営業時間
を示す表現を示す表現

魚が群れをなして魚が群れをなして
泳いでいる建物の表現泳いでいる建物の表現

コンビニ

水族館

公園

両手で四角い両手で四角い
建物の形を描く建物の形を描く

左手人差指左手人差指
を斜め上にを斜め上に
向けて置き、向けて置き、

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

問合せ先　地域包括支援センター丹生　　　　　　☎34‒8000　　　地域包括支援センター　☎34‒8729
　　　　　在宅介護支援センターさざんかホール　☎34–1440

「つるかめ教室」とは「つるかめ教室」とは
　つるかめ教室は、各地区集落センター単位で介護
サポーターさんが中心となり行われている教室と、
町内5ヶ所（保健センターなど）で在宅介護支援セン
ターの相談員が行う教室があります。
　今回は小倉区公民館で毎週行っている、つるかめ
教室を紹介します。

　小倉のつるかめ教室は、毎週木曜日に、介護サポー
ターさんを中心として、つるかめ体操・リンパ体操など、
TVで取り上げられた新しい体操も取り入れて行われて
います。
　9月には認知症サポーター養成講座も受講され知識も
深められました。メンバーさん同士大変仲が良く、この
日も笑顔があふれ、和気あいあいとした雰囲気でした。

小倉つるかめサポーターさんから一言小倉つるかめサポーターさんから一言
　「みんなが仲良く健康で !!」をモットーに、1人1人の
声を大切に新しいことにもどんどんチャレンジしてい
ます。お神輿わっしょい !!

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

令和7年度  入札結果一覧  1月14日～2月11日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課
1月29日 令和7年度　レストハウス越前岬解体工事 梨子ヶ平 30,800,000 ㈱大生 監理課
1月29日 令和7年度　道の駅越前空調用冷却塔更新工事 厨 12,320,000 ㈱大生 商工観光課
1月29日 令和7年度　越前町生涯学習センター糸生分館外灯改修工事 小倉 1,980,000 越前電気㈱ 生涯学習課
1月15日 令和7年度　越前地域福祉センター空調ファンコイル更新工事 梅浦 1,958,000 岬建設㈱ 介護福祉課

　3月は空気が乾燥し火災が発生しやすい時季です。たばこやコンロ、ストーブなどの身近な火の不注意
が火災につながる恐れがあります。外出前や就寝前には、火の元が確実に消えているかを確認しましょう。
また、野焼きや家庭のごみを焼却する行為は、原則として禁止されています。火の取扱いには十分注意し、
火災のないまちづくりにご協力ください。

　春の火災予防運動週間に合わせて、町内の一部地域で、消防職員が訪問し「防火診断・住宅防火に関す
るチラシ」の配布や、火災予防に関するアドバイス・火気の取扱いなどの注意喚起をさせていただきます。
また、住宅用火災警報器の設置状況や点検の実施状況、感震ブレーカーの設置状況を確認させて頂きます。
みなさんのご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。

33月月2020日（金）日（金）～26～26日（木）日（木）はは春春のの火災予防運動週間火災予防運動週間ですです
令和8年 春の火災予防運動週間

一般住宅防火診断の実施について

 住宅用火災警報器の作動確認の方法 
あれっ？音が鳴らない…
次のことを確認しましょう！
◦電池はきちんとセットされ

ていますか？
◦住宅用火災警報器の使用期

限が過ぎていませんか？
　（本体の使用期限は10年が
　 目安です）

ボタンを
押す

ひもを
引く

ピーピーピー
火事です

林野火災警報などの運用を開始します
　乾燥や強風などにより林野火災が発生
しやすい気象条件となった際に「林野火
災警報・注意報」を発令し、住民のみなさ
んに注意を呼びかけます。
※発令された際は、指定を受ける区域に

ついて、次の点が制限されます。
※林野火災警報等の詳細、指定

を受ける区域など詳しい内容
は鯖江・丹生消防組合ホーム
ページをご覧ください。

▲鯖江・丹生消防組合HP
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懐かしい昭和の気風消えていく	 嵐　喜美枝
午前様入口に鬼待っている	 笹下　利行川 柳

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

「蔵書点検」を行うため、下記のとおり休館します。利用者のみなさんにはご不便をかけますが、ご理解とご協力をお願いします。
蔵書点検などに伴う臨時休館のお知らせ

※本の返却は、返却用ポストまたは開館している図書館のカウンターにお願いします。

越 前 分 館：3 月 3 日（火）~6 日（金）　　　　宮 崎 分 館：3 月10日（火）~13日（金）

家庭ごみの正しい分け方・出し方第12回第12回生涯学習
センター
だより

今年度の講座はいかがでしたか？
　令和7年度から、生涯学習センター糸生分館での講座も新たに加わり、多くのみ
なさんにご参加いただきました。「また参加したい」、「今回は参加しなかったけれ
ど興味を持った」講座はありましたか？生涯学習センター各館では、令和8年度も、
子どもから大人まで幅広い世代のみなさんに楽しんでもらえるよう、さまざまな
講座を企画しています。今後のご案内を、どうぞ楽しみにお待ちください！

『ひとり分やる気１％超ビギナーごはん』…… ハマごはん / 著
『最低限これだけ！新社会人のマナーと常識』
………………………………………… 戸小台沙智 / 著
『実践！新社会人のキホン』…………… 内田　和俊 / 著
『新入社員、会議についていけません。』
……………… 全日本ビジネス用語検討委員会 /製作
『定年後にもう一度大学生になる』…… 瀧本　哲哉 / 著
『定年後の仕事図鑑』… ……………… 坂本　貴志 / 著

『いちねんせいになったら大全』…… 小学校教師ハチ/ 著
『小学生になったら図鑑』…………… 長谷川康夫 / 監修
『中学校ってどんなとこ？』… ……… 升野　伸子/ 監修
『おしゃれな通園・通学アイテム』…… 朝日新聞出版 /編著
『楽しくはじめるひとり暮らしのきほん』
………………………………… 成美堂出版編集部 /編
『はじめてのひとり暮らし安心ガイド』
…………………………………………… 造事務所/編

春は、入学・入社・退職など新しい生活を迎える季節です。期待と不安を感じながら
準備をしている人に向けておすすめする本がありますので、ぜひご利用ください。

春の新生活に向けて

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

問合せ先
越前町生涯学習センター　☎34‒2000
生涯学習センター糸生分館　☎34‒5001
宮崎コミュニティセンター　☎32‒7712
織田コミュニティセンター　☎36‒7712
越前コミュニティセンター　☎37‒7712

有害ごみの有害ごみの
　　捨て方について　　捨て方について

こんにちは、住民環境課ごみ係です。
今回は、スプレー缶・ライター、乾電池類、蛍光灯などの「有害ごみ」の捨て方についてお知らせします。

「有害ごみ」って？
　スプレー缶やライター、乾電池類は、強い力が加わると人体に有害な液体が漏れ出てしまうことがあり、可
燃性の液体が使われているため、発火して火災につながる恐れもあります。また、蛍光灯には水銀が使われて
おり、間違った方法で処分すると水銀が飛散する可能性があります。
　そのため、これらのごみはきちんと分別して正しく処分する必要があります。

「スプレー缶・ライター」「スプレー缶・ライター」のの出し出し方方

「蛍光灯」「蛍光灯」のの出し方出し方

「乾電池類」「乾電池類」のの出し方出し方

そのほか、体温計や血圧計で、水銀を使用している
ものも「有害ごみ」になりますので、ほかのごみと
混ざらないように袋に入れて、表に「（製品名）」を
書いて出してください。

●コイン電池・ボタン電池は、セロハンテー
プやビニールテープなどで絶縁してから
出してください。
※自動車やバイクなどの鉛バッテリーは、専門業者に

引き取ってもらうか、ごみ処理業者に個別に依頼す
る必要があります。

●リチウムイオン電池は専用の回収コンテナに出し
てください。

●中身を使い切ってから出してください。
※中身が残っているものは収集できません。

●スプレー缶に穴をあけずに出してください。
※鯖江クリーンセンターでは、スプレー缶の穴あけ専用の機械

を導入しているので、穴をあける必要はありません。

●蛍光灯が割れないように出してください。
※割れている蛍光灯は、「不燃ごみ」として出してください。

また、LED 蛍光灯、白熱球、点灯管なども「不燃ごみ」とし
て出してください。

　
道
の
駅
越
前
た
け
ふ
で
丹
南
地
区
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
に
興
味
の
あ
る
人
、
お
勧
め
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
知
り
た
い
人
は
必
見
で
す
。

期　
　
日　
3
月
7
日
㈯

時　
　
間　
午
前
10
時
15
分
～
11
時
25
分

会　
　
場　
道
の
駅
越
前
た
け
ふ
別
館

問
合
せ
先

　
福
井
県
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
連
絡
協
議
会

　

☎
０
７
７
６-

２
３-

３
６
７
７

越
前
か
た
り
べ
の
会
に
つ
い
て

　

越
前
町
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
グ

ル
ー
プ
「
越
前
か
た
り
べ
の
会
」
は
町
を
盛
り

上
げ
る
仲
間
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
商
工
観
光
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☎
３
４-

８
７
２
０

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

越前町生
涯学習センター越前町生
涯学習センター

親子でチャレンジ！楽しくダンス♪

越前コミュ
ニティセンター越前コミュ
ニティセンター

親子料理教室

宮崎コミュ
ニティセンター宮崎コミュ
ニティセンター

冬の寄せ植え講座

生涯学習セ
ンター糸生分館生涯学習セ
ンター糸生分館

摘みたて薬草・野草（厄介もの！？）摘みたて薬草・野草（厄介もの！？）
の攻略法の攻略法

織田コミュ
ニティセンター織田コミュ
ニティセンター

はじめてのスマホ・タブレット講座

　
越
前
地
区
に
あ
る
空
き
家
を
見
学
し
、
移
住

を
希
望
す
る
人
・
空
き
家
を
探
し
て
い
る
人
と

町
と
の
ご
縁
を
繋
ぐ
『
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ

ア
ー
』
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
元
在
住
の
メ
ン
バ
ー
と
越
前
地

区
に
あ
る
空
き
家
5
、
6
軒
を
バ
ス
で
巡
り
、

内
見
し
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
か
ら
越
前
地
区
で
の

暮
ら
し
や
魅
力
に
つ
い
て
お
伝
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
空
き
家
を
お
探
し
の
人
、
移
住
を
考
え
て
い

る
お
知
り
合
い
が
い
る
人
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
4
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

集
合
場
所　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

　
　
　
　
　
※
昼
食
が
必
要
な
人
は
別
途
一
千
円

　
　
　
　
　
（
当
日
徴
収
）

定　
　
員　
20
人
程
度

※
電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７-

７
７
１
１

越
前
町
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す

広報 えちぜん 12広報 えちぜん13 令和 ８ 年 ３ 月号令和 ８ 年 ３ 月号

町からのお知らせ えちぜん



敷居越え嫁という名の座に座る	 渡辺　照子
小兵の戦い負けても拍手鳴りやまず	 松村　典子川 柳

イースターイベント情報
プラントピア 3/14 土

▲ 4/13 月

木の実やドライフラワーを使って、イースターリースを作ります！
手作りの可愛いパーツがリースを彩ります。

不思議の国のアリスをモチーフにした、親子で楽しめるスタンプラリーです。植
物館内に設置されたスタンプを集めると、お菓子をプレゼント。さらに、クイズ
に全問正解した人は、くじ引きに挑戦でき、缶バッチが当たるかも !!

クラフト体験は、材料費とは別に入園料が必要になります。

木の実を使って、春らしい
壁掛けを作ります。

プラントピアオリジナルの台
紙に押し花をはって、キー
ホルダーを作ります。

材料費	 2,200円
定　員　20人（先着順となりますので、お電話でお申込みください）

材料費	 550円 材料費	 330円

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）	 入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）	 問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

イースターリース作り

館内スタンプラリー

親子で楽しむ
クラフト作り

押し花キーホルダー作り

陶芸村だより 2026年

3月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

響きあう酒器展
越前×備前

第
16
回

越前焼の現代作家が丹精を込めて
作り上げたこだわりの逸品「酒器」。
日々の暮らしの中で、『和』の響きと
共にくつろぎ溢れる時に寄り添う
器の展示販売です。16回目の開催
となる今年は、同じ六古窯のひとつ

「備前焼」と共に薪窯から作り出さ
れる神秘的な焼締め作品を中心に
酒器選びを楽しんでいただける空
間でお待ちしております。

期　間	 3月29日（日）まで
料　金	 入館無料

伝統工芸士展伝統工芸士展 後 期後 期

伝統的工芸品の製造に従事する作り手のうち、1割ほどの限
られた存在である伝統工芸士は、まさに職人中の職人です。
越前焼の伝統工芸士は、現在12人いらっしゃいます。

（名誉伝統工芸士を含む）
今回は前期と後期の2回にわけて開きます。それぞれに個性
あふれる作品をどうぞお楽しみください。

作品作りに用いる粘土の制作から
穴窯で焼成するための薪の準備ま
で全ての工程を自身で行う白越氏。
さらに、窯に作品を詰めるのに3日
間窯焚きに4日間、冷却に約1週間と
完成までに長い時間を要します。丁
寧に長い時間をかけるからこそでき
る白越氏の自信作をご覧ください。

食器・花瓶を中心に約150点を展
示、販売致します。気に入ったもの
はその場で購入可能です。

期　間　3月20日（金）～5月17日（日）
料　金　観覧無料

津村　　猛　（鐵仙窯）
福島　宏治　（焔奏窯）
近藤　修康　（萌蘖窯）
近藤　早苗　（萌蘖窯）
日向　　豊　（日向工房）

参加窯元（後期）

　
3
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の
2
日
間
、
道
の
駅

越
前
で
「
越
前
か
に
感
謝
祭
２
０
２
６
」
を

開
き
ま
す
。
3
月
20
日
で
漁
が
終
わ
る
越
前
が

に
や
水
が
に
を
、
お
得
に
購
入
出
来
る
イ
ベ
ン

ト
は
こ
れ
が
最
後
！

　
会
場
内
で
お
買
物
を
し
た
人
に
は
、
越
前
が

に
や
特
産
品
が
当
た
る
豪
華
大
抽
選
会
の
抽
選

補
助
券
を
、
１
０
０
０
円
ご
と
に
1
枚
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
補
助
券
を
３
枚
集
め
て
、
是
非
抽

選
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
内
で
は
、

特
別
企
画
「
水
中
コ
イ
ン
落
と
し
ゲ
ー
ム
」（
お

子
様
限
定
）
を
行
い
ま
す
。
コ
イ
ン
を
水
そ
う

の
上
か
ら
落
と
し
て
、
水
中
に
あ
る
カ
ニ
の
甲

羅
の
中
に
コ
イ
ン
が
入
れ
ば
景
品
ゲ
ッ
ト
♪

　
冬
の
味
覚
の
王
者
「
越
前
が
に
」
を
楽
し
め

る
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
へ
、
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

会　
　
期　
3
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

時　
　
間　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

会　
　
場　
道
の
駅
越
前
に
ぎ
わ
い
広
場

問
合
せ
先

　
越
前
か
に
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
☎
３
７-

１
２
３
４

越
前
か
に
感
謝
祭
２
０
２
６

県内で作陶している窯元と活動賛同支援者で構成しているふくい
「陶」ネットワークが作品展を開きます。在籍している窯元のうち
約70人の自身を表現する作品とメッセージで来場者を迎えつつ、
期間中の週末は、窯元が在朗し、作陶に掛ける想いなど直接語り
かけます。

期　間　3月14日（土）～3月22日（日）
料　金　入館無料

期 間　3月7日（土）～3月29日（日）
料 金　観覧無料

期　間	 3月22日（日）
時　間	 午前9時30分〜
	 午後1時30分〜
所要時間	 各回約2時間30分
会　場	 福井県陶芸館 陶芸教室
料　金	 2,800円
定　員	 各回20人 事前申込優先

塩越窯 白越不朝 陶展 クラゲ先生と

作ろう
 越前焼の

クラゲ灯りとり
くにみクラゲ公民館の館長さんが福井県陶芸館にやってくる！
クラゲの不思議な生態のお話を聞いた後は、クラゲ型の土台に穴をあ
けてふわふわやさしくお部屋を照らす「灯りとり」を作ります。こどもから
大人まで夢中になれるクラゲ時間を体験してみませんか？

ふくい「陶」ネットワークふくい「陶」ネットワーク
作品展作品展

第第２２回回
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入り口をしっかりまとめ選挙戦	 山谷　ゆり
音もなく突然消えた命の灯	 司辻　文子川 柳 万雷の拍手に答う両陛下	 武藤　久子

秋野菜半分消えた変な年	 山内　千代川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

第120回

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
3 月 1 日㈰ 藤田医院 ☎34-0044

3 月 8 日㈰ 両林医院 ☎37-0005

3 月15日㈰
織田病院 ☎36-1000

3 月20日（金祝）

3 月22日㈰ 伊部病院 ☎34-0220

3 月29日㈰ 織田病院 ☎36-1000

※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
3 月 9 日㈪ 午後 1 時30分～ 4時 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥2歳児歯科健診
3 月11日㈬ 午後1時30分～ 4時30分 織田コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
3 月 4 日㈬ 午後1時15分～ 4時15分 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
3 月19日㈭ 午前 9時30分～正午 織田コミュニティセンター

3 月26日㈭ 午前 9時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥こども家庭センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦子育てサロン
毎週水曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦介護者のための『ほっとかふぇ』講座（要予約）
3 月25日㈬ 午後 1 時30分～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会
3 月24日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 社会福祉センター

第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時 社会福祉センター

問合せ先　こども家庭センター　☎34–8821

こころとからだのカレンダー

　　　　　4月1日から
RSウイルス母子免疫ワクチンの
定期予防接種が始まります

こども家庭センターこども家庭センター
だよりだより

対象の妊婦さんには3月中に4月から使用できる予防接種の予診票を発送します。

妊娠中の人へ

　RSウイルス感染症は、RSウイルスによって引き起こされる急性の呼吸器感染症です。年
齢を問わず何度も感染を繰り返します。初回感染時には、より重症化しやすいといわれてお
り、特に生後6ヶ月以内に感染した場合は、細気管支炎や肺炎など重症化することがあります。
　生後1歳までに50％以上が、2歳までにほぼ100％の乳幼児が少なくとも1度は感染す
るとされています。（厚生労働省HPより）

⃝症状
　鼻水、咳、発熱などの軽い風邪の様な症状が数日続き、場合によっては、気管支炎や肺炎などの重い
症状が見られることがあります。多くは軽症で、症状が数日続いた後に軽快しますが、低出生体重児、
初めて感染する乳幼児（特に生後6ヶ月以内）、心疾患や肺疾患、免疫不全のある人は重症化のリスクが
高いといわれています。

RSウイルス感染症とはRSウイルス感染症とは

接種対象者	 令和8年4月1日以降の接種日時点で、町内に住
民票がある人のうち、妊娠28週0日から36週6
日の妊婦

接 種 回 数	 妊娠ごとに1回接種

接 種 費 用	 無　料
	 （令和8年3月31日以前に接種した人は定期接種の対象

外のため全額自己負担です）

ワクチンの効果
　妊娠中にワクチンを接種する
ことで、お母さんの体内で作られ
た抗体が赤ちゃんに移行し、乳児
のRSウイルスを原因とする
　感染症を予防します。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

3月は自殺対策強化月間です

「つらい気持ち」を抱えているあなたへ

最近（ここ2週間）のあなたの状態で当てはまるものにチェックをしましょう。

項
目
が

チ
ェ
ッ
ク
し
た

こころの健康度チェック

　悩みや不安を相談できる身近な相手がいなくても、あなたの思いを受け止めてくれる人が
います。ひとりで抱えこまずに、下記の相談会や電話、SNSを利用してみてください。

心をいやす相談会
⃝毎月1回　⃝1人45分
⃝要予約　　⃝無料
⃝公認心理師による相談
※3月の相談日はこころとからだのカレン

ダーをご覧ください。
 問合せ先	 健康保険課　☎34‒8710

心の健康相談
⃝毎月第1・3木曜日
　午後1時30分〜 4時30分
⃝1人50分　⃝要予約　⃝無料
⃝精神科医師・保健師による相談
 問合せ先	 丹南健康福祉センター
	 ☎51‒0034

悩みごと総合相談会
⃝3月15日（日）
　午前９時30分～午後0時30分
　南越合同庁舎（越前市上太田町41-5）

⃝1回につき50分　⃝要予約　⃝無料
⃝精神科医師・公認心理師・弁護士・依存症
相談員・女性相談支援員保健師による相談

 問合せ先	 丹南健康福祉センター
	 ☎22-4135

いずれかに該当する場合、「心の健康」に対する注
意が必要です。一人で悩まず、専門の相談窓口に
相談しましょう。

■□ ①～⑤で2つ以上
■□ ⑤～⑥で1つ以上
■□ ⑦～⑧で1つ以上
■□ ⑨に該当

〈参考〉福井県、福井県医師会作成【心の健康度自己評価表】

■□	⑥よく眠れないことや、眠りすぎる
ことがある。

■■□	⑦死について何度も考えることがある。

■■□	⑧気分がひどく落ち込んで、自殺に
ついて考えることがある。

■□	⑨最近（ここ2週間）ひどく困ったこと
やつらいと思ったことがある。

■□	①毎日の生活に充実感がない。

■□	②これまで楽しんでやれていたことが、
楽しめなくなった。

■□	③以前は楽にできていたことが、今では
おっくうに感じられる。

■□	④自分は役に立つ人間だと思えない。

■□	⑤ひどく疲れを感じる。

電話やSNSでの
相談窓口はこちらから

https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 母の手が撫でると痛みすぐ消える	 原　　榮子川 柳

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

3月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド 知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～
元気キッズが将来の夢を発表！
二十歳になる頃に再放送します。
はぎのこども園

（3月7日～）

■	丹南市町　新年度への抱負を聞く
各市町の首長がこれまでのまちづくりを振り返り
ながら、新年度への抱負を語ります。

（3月21日～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～  ②12:55～  ③19:55～  ④23:55～

「第14回越前陶芸村しだれ桜まつり」
（3月14日～）
「令和８年度当初予算について」
（3月28日～）

学
Ｈ	

　
こ
ん
に
ち
は
。今
回
は
前
回
の
続
き
を
話
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。前
回
は
日
本
に
須
恵
器

が
伝
来
し
た
時
代
と
福
井
県
で
の
須
恵
器
生
産

を
開
始
し
た
時
期
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。覚

え
て
い
ま
す
か
？

Ｅ
子	

　

須
恵
器
は
古
墳
時
代
中
頃
に
朝
鮮
半
島
か
ら

日
本
に
伝
来
し
た
の
で
す
よ
ね
。そ
し
て
福
井
県

で
の
須
恵
器
生
産
が
開
始
し
た
の
は
六
世
紀
頃

か
ら
で
し
た
よ
ね
。

学
Ｈ	

　

そ
の
通
り
で
す
。
福
井
県
内
で
は
五
世
紀
頃

か
ら
須
恵
器
が
登
場
し
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
大
阪

泉せ
ん
ぼ
く
き
ゅ
う
り
ょ
う

北
丘
陵
の
陶す

え
む
ら邑
産
の
も
の
で
あ
り
、県
内
で
の

生
産
は
六
世
紀
初
め
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

　
そ
し
て
天
武
・
持
統
朝
の
七
世
紀
後
半
に
な
る

と
須
恵
器
の
操
業
が
急
増
し
ま
す
。こ
れ
は
福
井

県
だ
け
で
な
く
北
陸
全
体
に
見
ら
れ
る
共
通
の

事
象
で
あ
り
、土
器
需
給
シ
ス
テ
ム
整
備
の
結
果

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。福
井
県
内
の
窯

跡
の
状
況
を
見
る
と
、古
墳
時
代
の
従
来
の
勢
力

と
異
な
る
場
所
に
操
業
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
律
令
期
の
勢
力
へ
の
転
換
、
須
恵
器

生
産
を
主
導
と
し
た
主
体
が
交
代
し
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
律
令
制
下
の
土
器
生
産

は
、古
墳
時
代
と
は
異
な
る
新
た
な
勢
力
が
介
在

し
須
恵
器
を
量
産
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し

た
。こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
丹
生
窯
跡
は
操
業
を

開
始
し
ま
す
。

Ｅ
子	

　
質
問
で
す
。丹
生
窯
跡
は
丹
生
郡
に
あ
る
窯
跡

と
い
う
認
識
で
い
い
の
で
す
か
？

学
Ｈ	

　
実
は
丹
生
郡
に
は
窯
跡
群
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
丹
生
郡
東
部
、越
前
国
府
の
周
辺
に
分
布

す
る
越
前
市
武
生
南
部
窯
跡
群
で
す
。も
う
一
つ

が
丹
生
郡
西
部
、越
前
町
丹
生
窯
跡
群
と
な
り
ま

す
。そ
し
て
丹
生
窯
跡
群
は
丹
生
山
地
の
各
丘
陵

に
六
一
基
以
上
の
須
恵
器
窯
が
操
業
さ
れ
た
県

内
最
大
規
模
の
大
窯
業
地
帯
で
す
。

Ｅ
子	

　

丹
生
窯
跡
群
っ
て
そ
ん
な
に
す
ご
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ	

　
そ
の
通
り
で
す
。丹
生
窯
跡
群
は
重
要
な
場
所

で
す
。
丹
生
窯
跡
群
は
、
八
世
紀
に
は
い
る
と
織

田
地
区
鎌
坂
支
群
の
小
粕
一・
二
号
が
須
恵
器
生

産
を
開
始
し
ま
す
。本
窯
は
越
前
町
内
で
最
も
古

い
時
期
の
操
業
と
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　

小
粕
窯
跡
は
確
か
瓦
を
生
産
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
？

学
Ｈ	

　
瓦
も
生
産
し
て
い
ま
し
た
。小
粕
窯
跡
で
は
瓦

の
ほ
か
に
鴟し

び尾
な
ど
の
寺
院
関
係
遺
物
、食
膳
具

や
貯
蔵
具
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
器
種

組
成
を
持
っ
て
い
ま
す
。丹
生
窯
跡
群
の
操
業
の

契
機
と
な
り
ま
し
た
。全
国
的
な
傾
向
で
見
る
と

須
恵
器
窯
は
八
世
紀
前
半
を
頂
点
と
し
て
後
半

以
降
減
少
す
る
地
域
が
多
く
な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　
で
も
越
前
で
は
違
う
の
で
す
よ
ね
。

学
Ｈ	

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

『
越
前
町
織
田
史（
古
代
・
中
世
編
）』越
前
町
教
育
委
員

会　
二
〇
〇
六

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
145

― 

古
代
越
前
の
須
恵
器
生
産
に
つ
い
て
② 

―

学芸員 H

E 子

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

1
月
17
日
と
18
日
、道
の
駅
「
越
前
」
で
「
越

前
町
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
月
号
の
表
紙
は
、
水
仙
娘
の
伝
統
衣
装
「
か

す
り
」
を
着
て
、
越
前
水
仙
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
白
岸
ス
イ
ち
ゃ
ん
と
2
シ
ョ
ッ
ト
を

撮
る
女
の
子
の
一
枚
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
越
前

の
冬
の
風
物
詩
の「
越
前
水
仙
」と「
越
前
が
に
」

が
両
方
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
と
て
も
人

気
で
し
た
が
、
中
で
も
1
日
2
回
、
水
仙
娘
手

渡
し
に
よ
る
越
前
水
仙
の
無
料
配
布
は
特
に
人

気
で
配
布
開
始
30
分
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、

開
始
5
分
ほ
ど
で
配
布
終
了
し
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。 表

紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

佐
々
生	

青
山　

清
治
さ
ん
（
91
歳
）

気
比
庄	

織
田
な
み
江
さ
ん
（
99
歳
）

栃　

川	

西
岡
ひ
で
の
さ
ん
（
88
歳
）

小　

倉	

野
村　
　

さ
ん
（
76
歳
）

小　

倉	

松
林　

昇
治
さ
ん
（
72
歳
）

上
糸
生	

渡
辺　
　

惠
さ
ん
（
88
歳
）

上
糸
生	

渡
邉　

一
郎
さ
ん
（
89
歳
）

小
曽
原	

島
田　

弥
生
さ
ん
（
62
歳
）

小
曽
原	

山
内　

藤
松
さ
ん
（
99
歳
）

江　

波	

小
山
百
合
子
さ
ん
（
83
歳
）

八　

田	

齋
藤　

サ
タ
さ
ん
（
93
歳
）

梅　

浦	

岡
﨑　

捷
夫
さ
ん
（
78
歳
）

梅　

浦	

奥
村　

菊
野
さ
ん
（
98
歳
）

小　

樟	

川
上　

隆
三
さ
ん
（
95
歳
）

小　

樟	

山
下　

一
子
さ
ん
（
77
歳
）

道　

口	

仲
瀬　

浩
二
さ
ん
（
85
歳
）

　

厨	

揚
原
ミ
ヤ
子
さ
ん
（
93
歳
）

　

厨	

土
田　

聖
文
さ
ん
（
72
歳
）

茂　

原	

下
内　

信
治
さ
ん
（
89
歳
）

高　

佐	

菱
谷
サ
ト
子
さ
ん
（
95
歳
）

高　

橋	

冨
田　

照
子
さ
ん
（
88
歳
）

杉
の
花	

鈴
木　

文
夫
さ
ん
（
79
歳
）

市　

場	

河
上　

信
男
さ
ん
（
76
歳
）

平　

等	

上
坂
か
ず
ゑ
さ
ん
（
91
歳
）

　

中	

水
島　

絹
代
さ
ん
（
75
歳
）

下
山
中	

中
西　

和
子
さ
ん
（
82
歳
）

山　

田	

佐
々
木
利
子
さ
ん
（
95
歳
）

今
年
の
越
前
水
仙
は
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
状

態
が
良
く
、
1
月
の
寒
波
に
負
け
る
こ
と
な
く

2
月
末
ま
で
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

私
も
故
郷
の
水
仙
畑
へ
手
伝
い
に
行
き
、
大
好

き
な
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
作
業
を
す
る
中
で
、

改
め
て
そ
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
令
和

3
年
に
「
国
の
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ

れ
た
越
前
海
岸
で
す
が
、
現
場
で
は
獣
害
や
担

い
手
不
足
に
よ
り
、
景
観
の
維
持
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ
の
景
色
を
次
世
代
へ
、

そ
し
て
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
へ
残
し
た
い
。」
水

仙
の
香
り
に
癒
さ
れ
な
が
ら
も
、
広
報
担
当
と

し
て
自
分
に
で
き
る
役
割
を
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

東
内
郡	

磯い
そ
ば
た端　

柊し
ゅ
う
が冴

（
健
斗
、
男
）

西
田
中	

川か
わ
か
み上　

莉り

こ瑚
（
光
希
、
女
）

西
田
中	

國く
に
ひ
ろ葊　

　

宙そ
ら

（
鯛
介
、
男
）

人口と世帯
（2月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,423 人

　男	 9,479 人
　女	 9,944 人
世帯数	 7,266 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から23人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 園開放なし 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 園開放なし 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 3月4日（水） 34-0081

認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 園開放なし 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 園開放なし 32-2067

陶 の 谷 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 32-3014

認 定 こ ど も 園 ★
西 徳 寺 保 育 園 　 3月5日（木）・12日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 こ ど も 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396

認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話で事前にご連絡ください。
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ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

● はぎの児童クラブ ●
No.16輝け！

ホットケーキ作りホットケーキ作り

夏休みに
みんなで映画
に行ったよ！

しんちょうに〜

チョークアートチョークアート
落語会落語会

チャレンジランキングチャレンジランキング
「グー・チョキ・パー」「グー・チョキ・パー」

たまには、
おふざけダンス
も楽しいな～

たくさん学んだよ！たくさん学んだよ！

楽しく笛作り楽しく笛作り

防災教室、元気よく！防災教室、元気よく！

放課後の学習放課後の学習
頑張ってます頑張ってます

みんなでギャル鬼ごっこみんなでギャル鬼ごっこ

浜遊び浜遊び

フラフープフラフープ
みんなで競争だ！みんなで競争だ！

自由な発想で自由な発想でサンタさんサンタさん

創作大好き！創作大好き！
サンタに変身サンタに変身

ジャンケン遊びジャンケン遊び

● 城崎南保育所児童クラブ ●
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